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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 明尾圭造氏の博士論文は、江戸時代から近代に至る博物館をはじめとする地域資産に関
する諸問題を、博物館活動を踏まえて論じたものである。美術史、歴史学、国文学、古文
書学、博物館学など、さまざまな領域を横断しながら、申請者が実地に体験した地域の資
産について調査の報告とそれらの研究についてまとめている。その内容は次の目次の通り
である。 
目次 
序論 
第一章 近世近代地域資産の現状と課題－博物館活動を通じて－ 
第二章 地域ミュージアムの具体的活動－芦屋市立美術博物館での事例をもとに－ 
第三章 大阪画壇へのアプローチと研究・展示活動 
第四章 埋もれた地域資産の発掘 
結論 
 
 明尾氏は、芦屋市立美術博物館に学芸員として勤務していた平成 7 年に、阪神淡路大震
災に遭遇し、災害に遭った美術作品や古文書などの救出作業に参加した。本論文は、その
ときの体験の報告とその内容をまとめた貴重な研究となっている。そうした活動を通じて、
公立博物館とは何か、という問題提起とその実態について、体験した事実に基づきながら
研究をまとめている。その中で、文化資産の活用拠点である地域博物館の現状が、決して
十全な状態でないことを述べ、中央の政策に翻弄され、継続的な人材育成が困難であるこ
とを紹介している。 
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 第１章では、近年の未曽有の災害や自治体による住民サービスが低下している現状を報
告し、地域の歴史資料や貴重な証言（オーラルヒストリー）の保全と活用が困難になりつ
つあることを論じた。不安定な定期雇用や財団職員の学芸員がますます増加する傾向の中、
確固とした歴史認識を有する学芸員としての縦糸と、可能性に満ちた地域資産の横糸を織
り上げる仕事を全うする必要性を強調し、官民による双方向の協働が実現しうる方策（経
費削減ありきの民営化ではなく）を構築せねばならないと主張する。 
 第２章では、芦屋市立美術館の歴史的回顧とその現状について述べながら、この地域に
蓄積されてきた遺産の検証とその活用を、学芸員としての体験に基づきながら論じている。
その際、開催された展覧会として、「阪神間モダニズム展」と「伊勢物語と芦屋展」という
異なるスタイルの企画を採り上げ、地域の学芸員は、勤務地にこそ研究の沃野が広がって
いることを指摘している。 
 第３章では、氏が担当して実施してきた大坂（阪）画壇の画家たちの展覧会を採り上げ、
それらの調査研究を踏まえて、地域独自の企画のあり方を問うものである。採り上げた画
家としては、岡田米山人、西山芳園、西山完瑛、北野恒富、菅楯彦らの大坂（阪）を代表
する人物たちである。とりわけ、氏の中心的な研究対象である菅楯彦について、独自の研
究を展開させており、近世近代の大坂（阪）という地域が保持している特色と価値につい
て縦横に論じている。 
 第４章では、生活文化に関する資料について言及し、新聞連載をも採り上げながら、地
域博物館の社会に開かれた機能について論じている、すなわち、その役割は、多くの市民
に届く仕事としての展示企画の重要性を指摘し、学芸員は地域に密着した「地着の虫」で
あるとともに、狭い枠組みを越えて、異業種の人々との連携を視野に入れねばならないこ
とを論じている。 
 結論として、学芸員として関わった企画展を基盤に、大坂（阪）の近世近代の文化を俎
上に上げ、経済的発展を遂げた近世大坂は、中之島を中心とする蔵屋敷に集約される西国
筋からの藏米と俵物と呼ばれる各藩の特産物の物流を基盤としていることを論じている。
そして、爛熟期を迎えた大坂では、「自娯」の文化である文人画が栄えたことに言及し、そ
れが大坂独自の文化の核であることを論じている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
明尾圭造氏の学位請求論文「日本における近世近代地域資産と文化交渉学－地域・大学
博物館での実績をもとに－」は、博物館学、歴史学、美術史学、国文学、古文書学を中心
に、日本における地域資産の活用事例を理論化したものである。その際、氏が現場で経験
し蓄積した資料を基盤として、地域博物館の現状と課題について考察した。近年の地域美
3 
 
術館・博物館の現状は、学芸員の育成にも支障が生じるなど、危機的な状況にある。そう
した困難な現実に言及する氏の研究は、21 世紀に入り、博物館に関する研究が脚光を浴び
つつある中、きわめて重要である。 
 明尾氏は、かつて芦屋市立美術博物館の学芸員として活動していた経験を活かし、地域
特性の問題を採り上げ、大阪（坂）から日本全国を俯瞰するという視点で、北前船の研究
などを踏まえて、中央に対する周縁としての地方のあり方を縦横に論じている。氏の研究
の特色は、何よりも現場の生の資料を用いていることであろう。 
 また、博物館の枠組み論を越えて、氏が実際に手掛けた「大坂（阪）画壇」に関係する
美術展覧会を採り上げている。大坂（阪）画壇の画家の中から、江戸時代では、岡田米山
人・半江父子と藤堂藩蔵屋敷、大坂（阪）の近世近代絵画史を貫く西山芳園・完瑛父子の
活動、近代からは、北野恒富と中河内、菅楯彦と大阪の風俗など、かつての摂津国および
近代大阪の核とでもいうべき画家たちに焦点をあてた研究は充実したもので、「忘れられ
た大坂（阪）」の実態を照射するものだと言えるにちがいない。 
 審査委員の講評をまとめて簡潔に記すと、明尾氏が体験した現場での調査・報告・研究
は、他に例を見ない事実関係の研究となっており、それについてのオリジナルな内容は、
きわめてインパクトのあるもので高く評価されたが、一方、研究対象が多岐にわたってい
ることから、それらをまとめて結論を導き出すことに難渋した点も否定できず、結論とし
ての主張が一般的・形式的になり、多少とも弱くなったと思われる。これについては、今
後の課題として研鑽を積まれることを期待したい、ということであった。 
 明尾氏は、芦屋市立美術博物館の学芸員および学芸課長を経て、現在は大阪商業大学公
共学部准教授兼同大学商業史博物館主席学芸員で、既成の学問を越えた学際的な研究を続
けてきた研究者である。本学のブランディング事業（東アジア研究）にも大きく貢献する
気鋭の中堅人文学者として、博物館経験を活かした「日本内部の文化交渉学」を開拓しよ
うとする意欲的な研究を学位論文として提出し審査を受けた。本研究が基礎研究として学
会に寄与することは間違いない。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
